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の
あ
ら
ま
し

９
月
臨
時
会

９
月
定
例
会

９月定例会は９月２日から８日間の会期で開きました。
町長より議案９件が提出され、審議した結果、うち７件がそれぞ
れ原案のとおり可決されました（２件は継続審査）。
一般質問は12名の議員が、２日間にわたり行いました。
また、臨時会が９月16日に招集され、佐倉市・酒々井町合併協

議会の設置についてなど町長提出の議案２件を審議しました。記名
投票による採決の結果、原案のとおりそれぞれ可決しました。



◇
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

補
正
の
主
な
内
容
は
、
児

童
手
当
法
の
一
部
改
正
に
よ

る
児
童
手
当
支
給
費
の
変

更
、
町
道
の
補
修
な
ど
の
維
持
管
理

に
か
か
る
工
事
費
、
平
成
15
年
度

決
算
額
の
確
定
に
伴
う
一
般
会
計
・

特
別
会
計
間
の
繰
入
れ
・
繰
出
し
、

普
通
交
付
税
及
び
臨
時
財
政
対
策
債

等
の
確
定
に
伴
う
も
の
で
す
。

◇
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

◇
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

◇
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

◇
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

◇
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

◇
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）特

別
会
計
や
水
道
事
業
会
計
の
補

正
予
算
の
主
な
内
容
は
、
平
成
15

年
度
決
算
額
の
確
定
に
伴
う
も
の

で
す
。

◇
議
員
派
遣
の
件

次
の
と
お
り
議
員
を
派
遣
す
る
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。

１．

行
政
視
察
研
修
（
常
任
委
員
会

合
同
）

目
的

議
会
審
議
の
参
考
と
す
る

た
め

派
遣
場
所

岐
阜
県
瑞
穂
市
、
滋
賀

県
愛
東
町
、
米
原
町

期
間

平
成
16
年
10
月
４
日
か
ら

３
日
間

派
遣
議
員

全
議
員

２．

印
旛
郡
町
村
議
会
議
員
自
治
研

修
会

目
的

議
会
及
び
議
員
活
動
の
研
さ

ん
を
積
む
た
め

派
遣
場
所

千
葉
県
印
旛
村

期
間

平
成
16
年
10
月
20
日

派
遣
議
員

議
長
を
除
く
全
議
員

（
石
渡
議
長
は
印
旛
郡
町
村
議
会
議

員
自
治
研
修
会
に
出
席
し
ま
す
が
、

議
長
と
し
て
出
席
す
る
た
め
、
議
会

の
議
決
対
象
外
と
な
り
、
派
遣
議
員

に
名
前
は
入
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。）

2議会だより　しすい

議　　案

平
成
16
年
９
月
議
会
で
可
決
さ

れ
た
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一般会計
特別会計
水道事業会計

平成16年度 補正予算額 平成16年度 水道事業会計補正予算額

会計名

一　般　会　計

国民健康保険

下水道事業

老人保健

学校給食センター事業

介護保険

補正後

5,875,981 

1,363,195 

481,552 

1,058,377 

187,757 

652,075 

補正額

125,239

12,071

△ 1,301

68,605

902

22,363

補正前

5,750,742

1,351,124

482,853

989,772

186,855

629,712

収益的支出

資本的支出

補正後

510,140 

211,707 

補正額

15,488

9,555

補正前

494,652

202,152

（単位：千円） （単位：千円）

特
別
会
計

史跡本佐倉城跡整備予想鳥瞰図
=平成14・15年度の継続事業で佐倉市と共同により本佐倉城跡の整備実施計画が策定されました=

決
算
に
関
す
る
２
議
案
は
継
続
審
査

各
会
計
補
正
予
算
７
議
案
を
可
決



佐
倉
市
・
酒
々
井
町
合
併
検
討
会

は
、
佐
倉
市
・
酒
々
井
町
そ
れ
ぞ
れ

が
７
月
１
日
に
設
置
し
て
か
ら
両
市

町
で
検
討
を
続
け
、
そ
の
内
容
は
、

開
催
ご
と
に
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
住
民
の
皆

様
に
お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
第
２
回
目
の
佐
倉
市
・

酒
々
井
町
合
併
検
討
会
に
お
い
て
当

町
委
員
か
ら
申
し
入
れ
た
当
町
の
住

民
に
対
す
る
説
明
会
を
８
月
７
日
、

８
日
に
プ
リ
ミ
エ
ー
ル
酒
々
井
を
会

場
と
し
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、
３
４
９
名
の
ご
出
席
を
頂
き
、

質
疑
だ
け
で
も
全
体
を
通
し
て
６
時

間
以
上
に
わ
た
り
、
熱
心
な
住
民
の

皆
様
の
ご
意
見
を
直
接
お
聞
き
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

暑
い
最
中
、
土
曜
・
日
曜
と
い
う

週
末
に
も
拘
わ
ら
ず
多
く
の
住
民
の

ご
参
加
を
頂
き
、
こ
の
場
を
お
借
り

い
た
し
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

な
お
、
こ
の
問
題
に
対
し
住
民
の

皆
様
が
真
剣
に
考
え
て
お
ら
れ
る
こ

と
に
、
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ

る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
説
明
会
で
は
、
１
月
に
実
施

し
た
「
市
町
村
合
併
に
関
す
る
住
民

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
で
「
合
併
を
検

討
す
る
べ
き
で
あ
る
。」
と
い
う
多

く
の
住
民
の
ご
意
見
を
頂
い
た
こ
と

等
を
踏
ま
え
、
近
隣
の
市
町
村
の
合

併
問
題
に
対
す
る
状
況
や
佐
倉
市
と

の
歴
史
的
・
行
政
的
な
つ
な
が
り
等

様
々
な
要
件
を
考
慮
し
て
判
断
し
、

検
討
・
協
議
の
場
の
設
置
に
至
っ
た

経
緯
を
ご
説
明
申
し
上
げ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
第
３
回
目
の
佐
倉
市
・

酒
々
井
町
合
併
検
討
会
が
８
月
18

日
佐
倉
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
そ

こ
で
の
確
認
事
項
や
住
民
説
明
会
の

概
要
に
つ
い
て
は
、
９
月
１
日
発
行

の
広
報
で
お
知
ら
せ
を
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
今

後
、
説
明
会
の
全
体
を
掲
載
し
ま
す
。

検
討
会
に
つ
い
て
は
、
第
３
回
目

の
検
討
会
で
協
議
す
る
事
項
と
し
て

申
し
合
わ
せ
た
こ
と
は
す
べ
て
合
意

に
達
し
ま
し
た
の
で
、
佐
倉
市
・

酒
々
井
町
合
併
検
討
会
は
終
了
い
た

し
ま
し
た
。

今
後
は
、
検
討
会
の
合
意
に
基
づ

き
、
佐
倉
市
と
合
併
特
例
法
第
３
条

に
よ
る
協
議
会
設
置
の
た
め
の
規
約

等
に
つ
い
て
細
部
の
調
整
を
行
い
、

準
備
が
整
え
ば
合
併
協
議
会
の
設
置

議
案
を
議
会
に
提
出
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

こ
の
合
併
協
議
会
は
、
将
来
の
町

づ
く
り
計
画
や
財
政
計
画
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
、
住
民
負
担
の
水
準
等
を

話
し
合
い
、
そ
の
内
容
は
住
民
へ
情

報
提
供
さ
れ
、
合
併
に
つ
い
て
の
判

断
材
料
と
な
り
ま
す
。

更
に
、
合
併
を
行
う
こ
と
自
体
の

是
非
も
含
め
て
議
論
す
る
場
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
議
会
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
協
議
会
設
置
に
ご
理
解
を
頂

け
る
よ
う
お
願
い
す
る
も
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。

９
月
８
日
の
本
会
議
終
了
後
に
、

ヒ
ロ
セ
開
発（
株
）が
来
庁
し
、
こ
の

程
、
デ
イ
・
ハ
イ
パ
ー
マ
ー
ト
酒
々

井
店
の
後
継
店
舗
と
し
て
、
食
品
を

中
心
と
し
た
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
出
店
が
内
定
し
た
と
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
町
に
と
り
ま
し
て
大
変

良
い
話
で
あ
り
、
取
り
急
ぎ
報
告
い

た
し
ま
す
。

3

行政報告

議会だより　しすい

綿
貫
町
長
よ
り
２
件
の
行
政
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
紙
面
の
都
合
上
、
そ

れ
ぞ
れ
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。説明を行う綿貫町長

綿貫町長の説明に熱心に耳を傾ける参加者のみなさん＝２日間で349名が参加されました＝

食品スーパーの出店が決まった旧デイ・ハイパーマート酒々井店

佐
倉
市
・
酒
々
井
町
合
併
検
討

会
及
び
住
民
説
明
会
に
つ
い
て

デ
イ
・
ハ
イ
パ
ー
マ
ー
ト
酒
々
井

店
後
継
店
舗
の
件
に
つ
い
て



◇
平
成
15
年
度
酒
々
井
町
一
般
会

計
及
び
各
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定

◇
平
成
15
年
度
酒
々
井
町
水
道
事

業
会
計
決
算
の
認
定

９
月
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
決
算

関
係
の
２
議
案
は
、
６
名
の
委
員
で

構
成
す
る
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
こ
れ
に
付
託
の
上
、
閉
会

中
の
継
続
審
査
と
す
る
こ
と
に
決
定

し
ま
し
た
。

な
お
、
委
員
の
構
成
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◎
委
員
長
　
地
　
福
　
美
枝
子

○
副
委
員
長
　
森
　
本
　
一
　
美

委
　
　
員
　
菊
　
地
　
　
　
宏

委
　
　
員
　
越
　
川
　

司

委
　
　
員
　
木
　
村
　
　
　
亨

委
　
　
員
　
原
　
　
　
義
　
明

審
査
状
況
に
つ
い
て
は
、
次
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

4議会だより　しすい

決算・議決結果

議案と議決結果（町長提出のもの）

番号

１

件　　　　　　　　名

平成15年度酒々井町一般会計及び各特別会計歳入歳出の決算の認定につ
いて

付託委員会

決 算 審 査
特別委員会

閉会中の
継続審査

本会議の議決結果

２ 平成15年度酒々井町水道事業会計決算の認定について
決 算 審 査
特別委員会

閉会中の
継続審査

３

４

５

６

７

８

９

平成16年度酒々井町一般会計補正予算（第２号）

平成16年度酒々井町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

平成16年度酒々井町下水道事業特別会計補正予算（第２号）

平成16年度酒々井町老人保健特別会計補正予算（第２号）

平成16年度酒々井町学校給食センター事業特別会計補正予算（第２号）

平成16年度酒々井町介護保険特別会計補正予算（第１号）

平成16年度酒々井町水道事業会計補正予算（第２号）

（※）

教育民生

経済建設

教育民生

教育民生

教育民生

経済建設

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎は全員賛成、○は賛成多数、×は賛成少数です。
（※）は総務・教育民生・経済建設の各常任委員会に担当分野を付託しています。

請願の審議結果

請願
番号

件　　　　　　　名 請 願 者 付託委員会 本会議の審議結果

請願
第３号

郵政事業の現行公社制度堅持を求める意見書
の提出に関する請願

今関　衞氏
福田孝男氏

総務 閉会中の継続審査

請願
第４号

政府米の買い入れと、備蓄を充実させる意見
書提出を求める請願

酒々井町農民組合
鈴木和氏

経済建設 不 採 択 ×

◎は全員賛成、○は賛成多数、×は賛成少数です。

決
算
に
関
す
る
２
議
案
は
決
算

審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、継
続

審
査
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

区　　　分

一般会計

国民健康保険
特別会計
下水道事業
特別会計
住宅新築資金等貸付事業
特別会計
老人保健
特別会計
学校給食センター事業
特別会計
介護保険
特別会計

水道事業会計

収益的収入
及び支出
資本的収入
及び支出

平成15年度

歳入 歳出

平成14年度

歳入 歳出

5,959,144 

1,447,985 

460,973 

22,545 

1,144,802 

205,330 

621,424 

525,463 

34,941

5,744,920 

1,326,252 

460,275 

18,259 

1,080,300 

202,429 

599,476 

476,727 

212,828 

6,695,402 

1,311,599 

532,504 

20,515 

1,133,183 

203,534 

592,443 

536,181 

30,259 

6,502,170 

1,210,672 

531,462 

18,259 

1,056,179 

201,391 

566,846 

470,817 

169,112 

平成15年度　各会計決算の状況
（単位：千円）



合
併
協
議
会
の
結
果
を
住
民
に
提
供
し
判
断
い
た
だ
く
も
の

佐
倉
市
と
合
併
す
る
こ
と
の
具
体
的
な
メ
リ
ッ
ト
は

5

一般質問

議会だより　しすい

問

佐
倉
市
と
の
合
併
に
つ
い
て
、
次
の
点

を
伺
う
。

１
、
市
町
村
合
併
の
考
え
方
に
つ
い
て
。

２
、
佐
倉
市
と
合
併
し
た
場
合
の
メ
リ
ッ
ト

に
つ
い
て
。

３
、
町
の
総
合
計
画
の
中
で
合
併
し
た
場
合
、

実
行
で
き
る
事
業
に
つ
い
て
。

４
、
酒
々
井
町
は
自
立
で
き
な
い
の
か
。

助
役
　

１
、「
住
民
の
ご
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
議

会
と
も
相
談
を
し
、
真
に
町
や
住
民
の
利

益
に
つ
な
が
る
も
の
と
判
断
し
た
時
は
考

え
る
必
要
が
あ
る
」
と
町
長
が
何
回
も
答

弁
し
て
い
る
。

２
、
具
体
的
な
メ
リ
ッ
ト
は
、
合
併
協
議
会

を
立
ち
上
げ
て
協
議
を
進
め
、
そ
の
結
果

を
住
民
に
情
報
提
供
し
、
判
断
し
て
い
た

だ
く
も
の
と
考
え
る
。

３
、
合
併
協
議
会
の
中
で
作
成
す
る
新
市
建

設
計
画
の
基
に
な
る
も
の
な
の
で
、
現
段

階
で
は
答
え
ら
れ
る
材
料
が
な
い
。

４
、
足
腰
の
強
い
一
定
の
規
模
を
持
っ
た
自

治
体
を
目
指
し
、
よ
り
高
度
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
努
め
る
べ
き
だ
と
考
え

る
。

ご
み
収
集
袋
に
つ
い
て

問

ご
み
収
集
袋
に
つ
い
て
、
県
内
市
町
村

の
ほ
と
ん
ど
が
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
替
え
て
い
る

中
、
当
町
も
検
討
す
べ
き
と
思
う
が
、
町
の

考
え
を
伺
う
。

町
長

価
格
や
材
質
だ
け
で
な
く
、
変
更
し

た
場
合
の
収
集
方
法
や
収
集
効
率
、
安
全
性

等
に
つ
い
て
十
分
検
討
を
重
ね
、
使
い
や
す

い
ご
み
袋
に
し
て
い
き
た
い
。

江
澤
　
眞
一
議
員

そこが知りたい そこが知りたい そこが知りたい 
町の考え

 

問答

町指定ごみ袋（右）とポリエチレン製の地域清掃用ごみ袋（左）

一般質問は、町の行財政全般にわたって、執行機関に疑問点をただし見解

を求めるものです。

９月定例会の一般質問は、８日と９日の２日間に12名の議員が、市町村

合併問題、行財政問題など行政全般にわたり今後の対応策などについて、活

発な質問を行いました。

「議会だより　しすい」に掲載されている内容は紙面の都合上、要点のみ

となっています。詳細については、町立図書館（プリミエール酒々井内）で

会議録をご覧ください。９月定例会の会議録は、

12月中旬以降、閲覧することができます。
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一般質問

問

国
の
平
成
17
年
度
予
算
の
概
算
要
求
基

準
で
は
、
歳
出
は
今
年
度
以
下
に
抑
制
さ
れ

て
い
る
が
、
歳
入
は
税
収
が
伸
び
悩
ん
で
い

る
。
少
子
高
齢
化
に
伴
う
社
会
保
険
費
の
増

加
が
避
け
ら
れ
な
い
状
況
の
中
、
地
方
財
政

も
引
き
続
き
厳
し
い
状
況
で
あ
る
が
、
当
町

の
平
成
17
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
り
、
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
う
。

町
長

今
後
の
国
・
県
の
予
算
編
成
状
況
や

三
位
一
体
の
改
革
の
内
容
を
注
視
し
な
が

ら
、
更
な
る
行
政
の
効
率
化
・
簡
素
化
を
進

め
る
。
さ
ら
に
、
施
策
の
優
先
順
位
を
十
分

精
査
し
、
財
源
を
最
大
限
有
効
活
用
す
る
よ

う
な
事
務
事
業
の
見
直
し
・
再
構
築
を
図

り
、
財
政
の
健
全
化
に
主
眼
を
置
き
、
平
成

17
年
度
予
算
編
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

災
害
対
策
に
つ
い
て

問

７
月
の
新
潟
県
や
福
井
県
の
ほ
か
、
９

月
３
日
に
も
当
町
で
集
中
豪
雨
に
よ
る
被
害

が
出
て
い
る
。
災
害
か
ら
尊
い
人
命
を
守
る

た
め
、
当
町
の
災
害
対
策
に
つ
い
て
次
の
点

を
伺
う
。

１
、
当
町
の
災
害
対
策
計
画
に
つ
い
て
。

２
、
一
人
暮
ら
し
、
高
齢
者
の
対
策
に
つ

い
て
。

３
、
防
災
無
線
に
つ
い
て
。

町
長
　

１
、
町
地
域
防
災
計
画
を
策
定
し
、
災
害
予

防
対
策
、
災
害
応
急
対
策
及
び
災
害
復
旧

対
策
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。

２
、
地
域
ぐ
る
み
の
支
援
体
制
の
確
立
が
重

要
で
あ
る
が
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
や
消

防
組
合
に
よ
る
各
種
通
報
シ
ス
テ
ム
な
ど

の
運
用
を
行
っ
て
い
る
。

３
、
親
局
１
、
子
局
37
、
戸
別
受
信
機
２
１

７
台
を
設
置
し
て
い
る
。
聞
き
取
り
に
く

い
地
域
に
は
、
今
後
戸
別
受
信
機
の
配
置

を
検
討
し
た
い
。

問

市
町
村
合
併
問
題
に
つ
い
て
、
次
の
点

を
伺
う
。

１
、
８
月
７
日
・
８
日
の
住
民
説
明
会
の
状

況
と
そ
の
結
果
を
ど
う
受
け
止
め
た
か
。

２
、
佐
倉
市
と
の
合
併
検
討
会
終
了
を
受
け

て
、
今
議
会
中
に
法
定
合
併
協
議
会
設
置

議
案
を
提
出
す
べ
き
で
な
い
か
。
合
併
期

日
を
特
例
法
期
限
内
と
す
べ
き
で
な
い
か
。

３
、
住
民
へ
の
情
報
提
供
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

４
、
合
併
対
策
室
の
設
置
前
と
後
の
事
務
内

容
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
。

５
、
法
定
合
併
協
議
会
委
員
の
選
定
方
法
と

人
数
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

６
、
合
併
に
反
対
す
る
旨
の
匿
名
に
よ
る
中

傷
的
な
文
書
に
つ
い
て
の
所
見
は
。

町
長

１
、
情
報
不
足
を
指
摘
す
る
方
が
多
く
、
今

後
の
課
題
と
し
て
真
摯
に
受
け
止
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

２
、
直
近
の
臨
時
会
で
提
案
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
合
併
期
日
に
つ
い
て
は
法
定
合

併
協
議
会
が
設
置
さ
れ
た
中
で
議
論
し
て

い
く
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

３
、
法
定
合
併
協
議
会
が
設
置
さ
れ
れ
ば
事

務
局
も
立
ち
上
が
る
の
で
、
今
ま
で
以
上

に
情
報
提
供
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

４
、
合
併
対
策
室
設
置
前
は
総
務
課
で
合
併

問
題
を
所
掌
し
て
い
た
。
現
在
、
対
策
室

で
は
法
定
合
併
協
議
会
の
設
置
準
備
や
各

種
事
務
事
業
の
洗
い
出
し
等
を
し
て
い
る
。

５
、
委
員
数
は
全
体
で
28
名
。
内
、
両
市
町

で
13
名
ず
つ
を
選
定
し
、
他
に
外
部
の
有

識
者
を
２
名
予
定
し
て
い
る
。

６
、
特
段
の
コ
メ
ン
ト
は
な
い
。

本
佐
倉
城
跡
に
つ
い
て

問

本
佐
倉
城
跡
に
つ
い
て
、
次
の
点
を

伺
う
。

１
、
周
辺
整
備
に
つ
い
て
、
国
・
県
・
佐
倉

市
・
地
元
と
協
議
を
重
ね
て
検
討
す
る
と

言
わ
れ
て
き
た
が
、
今
日
ま
で
何
を
検
討

し
た
か
。
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
。

２
、
進
入
路
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
検
討

を
さ
れ
た
か
。

町
長

２
、
新
た
な
補
助
事
業
等
を
模
索
し
な
が
ら

事
業
実
施
の
機
会
を
伺
っ
て
い
き
た
い
。

教
育
長

１
、
佐
倉
市
と
も
協
議
し
て
お
り
、
今
後
も

国
・
県
・
地
元
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

平
澤
　
昭
敏
議
員役場内に設置されている防災行政無線室

施
策
の
優
先
順
位
を
十
分
精
査
し
財
政
健
全
化
を
主
眼
に
編
成

平
成
17
年
度
予
算
編
成
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
か

問答

越
川
　

司
議
員

「
情
報
不
足
」
を
真
摯
に
受
け
止
め
て
い
る

住
民
説
明
会
の
結
果
を
ど
う
受
け
止
め
た
か

問答
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問

佐
倉
市
、
酒
々
井
町
の
合
併
に
関
す
る

法
定
協
議
会
に
つ
い
て
、
次
の
点
を
伺
う
。

１
、
法
定
合
併
協
議
会
の
設
置
の
考
え
は
あ

る
か
。
設
置
す
る
な
ら
ば
い
つ
か
。

２
、
財
源
が
な
い
た
め
に
整
備
で
き
な
い
緊

急
性
・
必
要
性
が
高
い
事
業
な
ど
は
ど
の

く
ら
い
あ
る
の
か
。
町
が
単
独
の
場
合
、

実
現
で
き
る
見
込
み
は
あ
る
の
か
。
町
実

施
計
画
を
き
ち
ん
と
説
明
し
、
こ
の
計
画

は
い
つ
で
き
る
か
、
あ
る
い
は
見
通
し
が

た
た
な
い
の
か
、
町
民
に
説
明
す
る
義
務

が
あ
る
と
思
う
が
如
何
か
。

東
酒
々
井
と
中
央
台
を
結
ぶ
都
市
計
画

道
路
の
跨
線
橋
建
設
を
実
現
さ
せ
る
た

め
、
合
併
特
例
債
を
活
用
し
て
欲
し
い
と

私
は
考
え
て
い
る
。

３
、
町
が
単
独
の
場
合
、
今
後
ど
の
よ
う
な

ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
と
思
う
か
。

町
長

１
、
法
定
合
併
協
議
会
は
合
併
の
是
非
を
含

め
て
議
論
す
る
場
で
あ
る
た
め
、
本
定
例

会
終
了
後
の
直
近
に
臨
時
議
会
を
招
集

し
、
提
案
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

２
、
３
、
町
基
本
構
想
で
示
さ
れ
た
将
来
像

と
基
本
目
標
を
踏
ま
え
て
策
定
さ
れ
た
基

本
計
画
に
基
づ
き
、
実
施
計
画
を
定
め
、

毎
年
見
直
し
な
が
ら
事
業
執
行
を
行
っ
て

い
る
。
こ
の
実
施
計
画
は
、
町
の
目
指
す

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、
具
体
的
な

事
務
事
業
を
計
上
し
、
計
画
的
で
効
率
的

な
行
財
政
運
営
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

今
後
も
第
２
期
基
本
計
画
に
基
づ
い
た

各
種
施
策
の
推
進
に
よ
り
、
財
政
状
況
は

厳
し
い
が
創
意
工
夫
を
行
い
、
事
業
を
効

果
的
に
行
う
な
ど
し
て
、
き
め
細
や
か
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
更
な
る
住
民
福
祉

の
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問

佐
倉
市
と
の
合
併
問
題
に
つ
い
て
、
次

の
点
を
伺
う
。

１
、
８
月
７
日
、
８
日
と
町
民
に
対
す
る
説

明
会
で
、
佐
倉
市
と
の
合
併
は
時
期
尚
早

で
あ
る
、
情
報
が
不
足
し
て
い
る
と
の
意

見
が
大
半
で
あ
っ
た
が
、
ど
う
思
っ
た
か
。

２
、
説
明
会
で
も
積
極
的
な
意
見
は
僅
か
２
、

３
件
で
あ
っ
た
。
町
民
の
賛
同
を
得
て
な

い
の
は
明
ら
か
で
、
真
の
町
民
の
利
益
は

何
か
を
考
え
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

３
、
町
議
会
で
も
合
併
推
進
賛
成
者
と
時
期

尚
早
で
反
対
者
の
意
見
表
明
の
場
で
は
９

対
８
で
拮
抗
し
て
い
る
。
墨
地
区
住
民
の

陳
情
書
で
は
95
％
程
の
人
が
反
対
を
表
明

し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
と

り
あ
え
ず
凍
結
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

４
、
も
し
、
仮
に
合
併
す
る
と
し
た
ら
、
町

長
は
政
治
家
と
し
て
、
町
の
ト
ッ
プ
と
し

て
、
佐
倉
市
と
の
合
併
を
決
断
し
た
の
だ

か
ら
、
主
権
者
た
る
住
民
に
そ
の
是
非
の

判
断
を
委
ね
る
べ
き
で
あ
る
。
住
民
投
票

に
対
し
て
町
長
の
今
ま
で
の
答
弁
は
明
確

さ
に
欠
け
て
い
る
。
最
終
的
に
は
住
民
の

判
断
を
仰
ぐ
と
、
は
っ
き
り
と
言
明
す
べ

き
で
あ
る
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

町
長
　

１
、
説
明
会
で
の
住
民
の
声
は
謙
虚
に
受
け

止
め
て
い
る
が
、
そ
れ
が
全
て
の
声
で
な

い
と
い
う
意
見
も
あ
る
の
で
、
全
体
を
通

し
て
考
え
て
い
き
た
い
。

２
、
今
ま
で
も
「
真
に
町
や
住
民
の
利
益
に

つ
な
が
る
も
の
と
判
断
し
た
と
き
考
え

る
」
と
申
し
上
げ
て
い
る
。

３
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
多
く
の
方
が

「
合
併
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て

お
り
、
早
期
に
法
定
合
併
協
議
会
を
設
置

し
て
、
住
民
に
情
報
提
供
し
、
そ
の
う
え

で
判
断
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
と
考

え
る
。

陳
情
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
受
け
取
っ
た

ば
か
り
で
あ
る
が
、
重
く
受
け
止
め
て
い

き
た
い
。

４
、
住
民
説
明
会
で
も
声
が
あ
っ
た
が
「
合

併
問
題
を
住
民
の
皆
さ
ん
に
考
え
て
い
た

だ
き
、
判
断
い
た
だ
く
こ
と
は
大
事
で
あ

り
、
効
果
的
で
あ
る
」
と
答
え
て
い
る
。

有
権
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
住
民
投
票

に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
か
は
決
め
て
い
な

い
が
、
ど
ち
ら
か
の
方
法
で
実
施
し
た
い
。

町の中心部を横断しているJR成田線

森
本
　
一
美
議
員

事
業
を
効
果
的
に
行
い
更
な
る
住
民
福
祉
の
向
上
に
努
力
し
た
い

厳
し
い
財
政
状
況
で
整
備
で
き
な
い
緊
急
性
の
高
い
事
業
は
あ
る
か

問答

引
地
　
修
一
議
員

謙
虚
に
受
け
止
め
全
体
を
通
し
て
考
え
て
い
き
た
い

住
民
説
明
会
で
出
た
情
報
不
足
を
指
摘
す
る
意
見
を
ど
う
思
う
か

問答
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一般質問

問

酒
々
井
町
は
「
佐
倉
市
と
の
合
併
問
題
」

に
対
し
重
要
な
時
期
を
迎
え
て
い
る
。
次
の

点
に
つ
い
て
、
明
確
な
答
弁
を
願
い
た
い
。

１
、
去
る
８
月
７
日
、
８
日
の
住
民
へ
の
説

明
会
に
対
す
る
参
加
住
民
の
反
応
と
、
そ

れ
に
対
応
す
る
町
長
の
今
後
の
方
針
。
大

多
数
の
参
加
者
が
合
併
反
対
の
意
思
を
明

確
に
す
る
中
で
、
町
長
が
「
住
民
に
理
解

が
得
ら
れ
て
い
な
い
。
今
後
の
課
題
と
し

て
受
け
止
め
る
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
、

更
に
「
あ
る
程
度
時
間
が
か
か
る
こ
と
も

や
む
を
得
ま
い
」
と
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

町
長
の
今
後
の
方
針
、
酒
々
井
住
民
に
対

す
る
説
明
を
「
町
と
し
て
」
ど
の
よ
う
に

行
う
の
か
。

２
、
い
ず
れ
設
置
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
「
法

定
協
議
会
」
は
、
佐
倉
主
導
の
「
酒
々
井

が
頭
を
下
げ
て
追
随
す
る
」
と
い
う
形
に

な
り
は
し
な
い
か
。
法
定
協
議
会
と
は
別

に
酒
々
井
住
民
に
対
す
る
説
明
が
必
要
で

は
な
い
か
。
町
長
の
問
題
先
送
り
姿
勢
は

許
せ
な
い
が
如
何
か
。

町
長
　

１
、
今
後
の
対
策
と
し
て
、
住
民
説
明
会
で

も
話
を
し
た
と
お
り
、
法
定
合
併
協
議
会

を
設
立
し
、
そ
こ
で
の
協
議
内
容
を
判
断

材
料
と
し
て
積
極
的
に
住
民
に
提
供
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。
住
民
に
十

分
説
明
し
理
解
を
求
め
て
、
そ
の
う
え
に

立
っ
て
判
断
を
、
と
い
う
意
見
は
受
け
止

め
て
い
る
。

２
、
法
定
合
併
協
議
会
は
佐
倉
市
と
酒
々
井

町
の
信
頼
関
係
を
基
に
合
意
さ
れ
て
設
置

す
る
機
関
で
あ
り
、
協
議
会
が
設
置
さ
れ

た
あ
と
に
別
に
何
か
を
す
る
こ
と
は
、
協

議
会
自
体
の
活
動
と
な
じ
ま
な
い
と
考
え

る
が
、
協
議
の
内
容
を
住
民
に
逐
一
説
明

を
し
、
ご
意
見
を
伺
う
こ
と
は
必
要
な
こ

と
と
感
じ
て
い
る
。

酒
々
井
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
つ
い
て

問

酒
々
井
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
現
状
と

展
望
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長

昨
年
12
月
に
設
置
が
決
定
し
た
あ

と
、
本
年
４
月
に
国
土
交
通
省
よ
り
、
県
道

と
高
速
自
動
車
国
道
を
接
続
す
る
た
め
日
本

道
路
公
団
に
対
し
て
施
行
命
令
が
出
さ
れ
、

県
に
接
続
許
可
が
出
て
い
る
。
酒
々
井
イ
ン

タ
ー
か
ら
の
接
続
道
路
は
県
事
業
と
し
て
進

め
ら
れ
る
が
、
概
ね
５
年
を
目
標
に
整
備
を

進
め
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

問

千
葉
市
と
四
街
道
市
、
白
井
市
ほ
か
１

市
２
町
の
合
併
の
み
な
ら
ず
、
全
国
各
地
で

法
定
合
併
協
議
会
設
置
後
の
住
民
投
票
で
合

併
反
対
の
結
果
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

合
併
を
強
行
し
よ
う
と
す
る
側
の
、
主
権
者

た
る
住
民
に
対
す
る
熱
意
、
誠
意
の
欠
如
と

真
実
を
伝
え
て
い
な
い
為
で
あ
る
。
今
般
の

当
町
と
佐
倉
市
と
の
場
合
も
同
様
、
最
終
的

に
は
住
民
投
票
に
な
ろ
う
が
、
合
併
後
の
将

来
像
、
真
実
の
姿
の
充
分
な
説
明
が
な
け
れ

ば
住
民
の
正
し
い
判
断
は
得
ら
れ
な
い
。
そ

の
結
果
へ
の
責
任
は
執
行
部
、
議
会
が
等
し

く
負
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
合
併
は
現
時
点

で
町
民
、
議
員
の
多
く
か
ら
時
期
尚
早
、
反

対
と
い
う
声
が
あ
が
っ
て
い
る
の
で
、
執
行

部
は
民
意
の
統
一
を
計
っ
た
う
え
で
、
必
要

な
ら
ば
再
度
申
し
入
れ
を
し
て
は
如
何
か
。

何
故
か
協
議
を
急
ぐ
佐
倉
市
と
、
時
期
に

こ
だ
わ
ら
ず
慎
重
に
合
併
を
検
討
す
る
と
し

て
き
た
町
側
と
の
間
に
何
か
公
表
で
き
な
い

で
進
め
ら
れ
て
い
る
物
事
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
不
信
感
も
あ
る
。
正
し
い
情
報

の
公
開
、
公
明
正
大
な
話
合
い
の
進
め
方
が

行
わ
れ
れ
ば
、
町
民
は
導
き
出
さ
れ
る
結
論

を
支
持
す
る
こ
と
が
あ
る
が
如
何
か
。

町
長

近
隣
の
市
町
村
あ
る
い
は
全
国
的
に

も
、
こ
こ
に
き
て
合
併
協
議
会
が
清
算
さ
れ

る
場
面
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
合
併

協
議
の
過
程
で
様
々
な
情
報
が
提
供
さ
れ
、

そ
れ
に
基
づ
く
住
民
の
判
断
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
さ
ら
に
合
併
協
議
会
が
設
置
さ
れ

た
か
ら
こ
そ
、
様
々
な
情
報
が
住
民
の
前
に

提
供
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ

れ
か
ら
の
自
治
体
の
あ
り
方
と
し
て
合
併
を

検
討
し
、
そ
れ
ら
に
関
す
る
様
々
な
協
議
の

結
果
、
合
併
を
否
定
し
た
こ
と
も
一
つ
の
結

果
で
あ
り
、
そ
れ
は
そ
れ
で
住
民
の
判
断
で

あ
る
の
で
、
尊
重
す
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

以
前
か
ら
「
合
併
問
題
は
住
民
の
ご
意
見

を
伺
い
な
が
ら
、
議
会
と
も
相
談
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
真
に
町
や
住
民
の
利
益
に
つ
な
が

る
と
判
断
し
た
と
き
は
考
え
る
」
と
答
弁
し

て
い
る
。
今
回
、
私
が
合
併
を
議
論
す
る
場

の
設
置
を
決
断
し
た
こ
と
は
、
今
ま
で
の
行

政
経
験
を
踏
ま
え
、
住
民
の
皆
様
よ
り
お
預

か
り
し
て
い
る
町
政
の
今
後
を
考
え
た
う
え

で
の
判
断
だ
が
、
合
併
協
議
の
過
程
に
お
い

て
は
、
住
民
や
議
会
の
意
見
を
聞
き
、
更
に

最
終
的
な
判
断
の
際
に
は
住
民
の
意
志
を
伺

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

菊
地
　
宏
議
員

法
定
合
併
協
議
会
を
設
置
し
情
報
を
積
極
的
に
提
供
し
て
い
く

佐
倉
市
と
の
合
併
問
題
の
今
後
の
方
針
と
住
民
へ
の
説
明
は

問答

永
井
　
勝
議
員

最
終
的
に
は
住
民
の
意
志
を
伺
い
た
い

佐
倉
市
に
は
民
意
を
統
一
し
て
必
要
が
あ
れ
ば
再
度
申
し
入
れ
を
し
て
は

問答
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一般質問

議会だより　しすい

問

町
長
は
、
４
月
に
佐
倉
市
に
対
し
て
合

併
検
討
の
申
し
入
れ
を
し
て
わ
ず
か
４
ケ
月

足
ら
ず
で
法
定
合
併
協
議
会
設
置
に
向
け
た

手
続
き
を
進
め
て
い
る
。
町
の
将
来
を
慎
重

に
見
据
え
合
併
も
や
む
な
き
事
と
の
結
論
に

到
達
す
る
ま
で
に
は
、
様
々
な
調
査
検
討
、

住
民
へ
の
情
報
開
示
と
意
思
の
尊
重
な
ど
問

題
が
山
積
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
性
急

さ
で
進
展
し
て
い
る
現
状
を
疑
問
視
す
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
次
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

１
、
自
助
努
力
し
て
も
自
立
へ
の
方
向
性
は

皆
無
と
い
う
判
断
の
上
か
。

２
、
自
立
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
当
然
描

い
て
の
合
併
申
し
入
れ
と
踏
ま
え
、
将
来

の
町
の
行
財
政
の
推
移
に
つ
い
て
。

３
、
合
併
・
自
立
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
を
住
民
に
情
報
開
示
し
、
比

較
検
討
の
後
に
法
定
協
議
会
設
置
が
手
順

で
あ
り
、
今
後
ど
の
よ
う
な
方
法
及
び
時

間
を
か
け
て
住
民
の
意
思
を
計
る
の
か
。

４
、
住
民
投
票
が
フ
ェ
ア
で
は
な
い
か
。

５
、
法
定
合
併
協
議
会
の
設
置
以
前
に
、
町

民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
合
併
問
題
を

論
議
す
る
場
が
設
置
で
き
な
い
か
。

町
長
　

１
、
２
、
人
口
の
高
齢
化
な
ど
に
よ
る
税
収

の
減
少
等
の
問
題
も
あ
る
が
、
町
財
政
を

見
通
す
に
は
、
国
の
地
方
財
政
計
画
の
影

響
が
大
き
い
。
国
で
は
平
成
16
年
度
か
ら

の
３
ケ
年
を
改
革
と
展
望
の
期
間
と
し
て

位
置
付
け
て
三
位
一
体
改
革
を
推
進
し
て

い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
特
に
こ
の
よ
う
な

変
革
の
期
間
内
に
あ
っ
て
将
来
を
予
測
す

る
こ
と
は
非
常
に
困
難
な
状
況
に
あ
る
。

３
、
町
民
に
判
断
材
料
を
提
供
す
る
た
め
に

は
佐
倉
市
側
の
資
料
等
も
必
要
な
の
で
、
早

期
に
法
定
合
併
協
議
会
を
設
置
し
、
検
討
・

協
議
し
た
も
の
を
も
っ
て
提
供
し
た
い
。

４
、
住
民
投
票
か
全
体
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
は

判
断
し
て
い
な
い
が
、
町
民
の
意
思
を
把

握
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
適
切
な
時

期
に
検
討
し
た
い
。

５
、
住
民
座
談
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
住

民
説
明
会
な
ど
で
町
民
の
意
見
を
伺
っ
て

き
た
が
、
今
回
、
十
分
な
資
料
を
下
に
議

論
し
、
町
民
に
情
報
を
提
供
し
て
い
く
た

め
に
必
要
な
機
関
と
し
て
、
法
定
合
併
協

議
会
の
設
置
を
考
え
て
い
る
。

問

農
業
問
題
に
つ
い
て
、
次
の
点
を
伺
う
。

１
、
平
成
16
年
度
産
の
米
価
暴
落
の
原
因
は
、

政
府
備
蓄
米
１
５
０
万
ト
ン
を
超
え
る
政

府
古
米
の
放
出
と
、
平
成
９
年
度
産
を
主

食
用
に
売
却
し
た
こ
と
、
ま
た
平
成
15
年

度
産
の
政
府
備
蓄
米
を
６
千
ト
ン
し
か
買

い
入
れ
ず
、
現
在
政
府
が
決
め
た
適
正
水

準
（
１
０
０
万
ト
ン
）
の
６
割
し
か
な
い

状
態
を
放
置
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
米

価
暴
落
は
、
ま
さ
に
政
府
の
責
任
で
あ
る

と
思
う
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

２
、
生
産
者
米
価
の
適
正
価
格
に
つ
い
て
。

３
、
１
俵
60
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
た
り
の
生
産
費

に
つ
い
て
。

町
長

１
、
全
国
的
に
不
作
と
な
っ
た
平
成
15
年
度

産
米
が
高
騰
し
た
こ
と
で
、
同
年
度
米
の

需
給
の
大
幅
な
減
少
と
、
併
せ
て
安
価
な

米
を
供
給
す
る
た
め
の
政
府
備
蓄
米
の
販

売
も
影
響
し
、
同
年
度
産
米
の
在
庫
を
抱

え
た
こ
と
も
一
つ
の
要
因
で
あ
る
。

２
、
社
会
情
勢
や
制
度
上
の
問
題
か
ら
議
論

は
あ
ろ
う
が
、
一
般
論
と
し
て
生
産
費
と

バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

農
政
課
長
　

３
、
労
働
賃
・
種
苗
費
・
肥
料
費
等
を
含
み
、

平
成
15
年
産
米
で
１
９，

４
３
０
円
。

残
土
問
題
に
つ
い
て

問

残
土
問
題
に
つ
い
て
次
の
点
を
伺
う
。

１
、
町
条
例
は
５，

７
９
６
名
も
の
請
願
の

署
名
に
応
え
て
、
一
刻
も
早
く
改
正
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
町
は
「
内
部
で
十
分
検

討
す
る
」
と
の
事
で
あ
る
。
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
検
討
が
な
さ
れ
た
の
か
。

２
、
新
た
に
上
岩
橋
小
山
作
地
区
で
行
わ
れ

る
が
、
町
は
ど
ん
な
条
件
を
付
し
た
の
か
。

３
、
柏
木
地
区
の
残
土
埋
立
て
計
画
の
経
過

に
つ
い
て
。

町
長

１
、
状
況
に
対
応
で
き
る
体
制
の
整
備
な
ど
、

な
お
検
討
を
要
す
る
と
考
え
る
。

生
活
環
境
課
長

１
、
相
対
的
に
検
討
し
、
県
及
び
町
の
区
分

に
基
づ
き
対
応
す
る
こ
と
が
適
切
と
判
断

し
て
い
る
。

２
、
事
業
者
に
よ
る
住
民
説
明
会
等
や
町
と

の
事
業
内
容
の
協
議
を
行
い
、
本
年
４
月

に
県
に
申
請
さ
れ
８
月
に
許
可
さ
れ
た
。

３
、
本
年
７
月
８
日
付
け
で
事
業
者
に
よ
り

計
画
書
が
取
り
下
げ
ら
れ
た
。

原
　
義
明
議
員

情
報
提
供
す
る
た
め
に
早
期
の
設
置
が
必
要

法
定
合
併
協
議
会
設
置
は
性
急
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か

問答

竹
尾
　
忠
雄
議
員

一
般
論
と
し
て
生
産
費
と
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
る
も
の
と
考
え
る

生
産
者
米
価
の
適
正
価
格
を
ど
う
考
え
る
か

問答
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一般質問

問

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
、
次
の
点
を

伺
う
。

１
、
政
府
は
「
心
配
な
く
必
要
な
介
護
を
受

け
ら
れ
る
」
と
宣
伝
す
る
が
、
実
態
は
そ

う
な
っ
て
い
な
い
こ
と
も
。
来
年
度
の
見

直
し
の
内
容
と
町
と
し
て
の
考
え
は
。

２
、
町
の
現
在
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
。

３
、
低
所
得
者
の
減
免
及
び
所
得
の
低
い
人

が
高
い
人
よ
り
も
多
く
払
う
と
い
う
逆
転

現
象
の
是
正
に
つ
い
て
。

４
、
利
用
が
増
え
れ
ば
保
険
料
が
上
が
る
仕

組
み
の
た
め
、
利
用
者
も
自
治
体
も
苦
し

く
な
っ
て
い
る
。
国
庫
負
担
割
合
の
引
き

上
げ
を
求
め
る
べ
き
と
思
う
が
如
何
か
。

町
長
　

１
、
新
予
防
給
付
の
創
設
、
保
険
者
機
能
の

強
化
等
、
制
度
全
般
に
わ
た
っ
て
見
直
さ

れ
る
見
込
み
で
あ
り
、
次
期
計
画
に
適
切

に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
。

福
祉
課
長
　

２
、
６
月
中
の
要
介
護
認
定
者
は
３
６
９
人
、

う
ち
施
設
と
居
宅
で
３
１
４
人
が
利
用
。

受
給
率
85
・
１
％
、
費
用
総
額
は
５，

７

８
４
万
５
千
円
、
受
給
者
一
人
あ
た
り
18

万
４
千
円
で
あ
る
。

３
、
更
な
る
実
施
は
困
難
と
考
え
て
い
る
。

保
険
料
に
つ
い
て
は
制
度
改
正
の
議
論
を

見
守
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

４
、
県
を
通
じ
て
要
望
を
検
討
し
た
い
。

地
域
経
済
、
商
店
の
活
性
化
に
つ
い
て

問

地
域
経
済
、
商
店
の
活
性
化
に
つ
い
て
、

次
の
点
を
伺
う
。

１
、
町
の
小
売
店
数
、
う
ち
従
業
員
４
人
以

下
の
商
店
数
及
び
経
営
の
状
況
に
つ
い
て
。

２
、
商
店
街
、
中
小
企
業
が
果
た
す
役
割
は
。

３
、
地
域
経
済
発
展
の
支
援
策
と
効
果
は
。

４
、
市
町
村
合
併
に
よ
っ
て
地
域
経
済
は
ど

う
な
る
か
。
商
店
街
は
活
性
化
す
る
か
。

町
長
　

１
、
町
の
小
売
事
業
所
は
１
３
９
。
う
ち
４

人
以
下
の
事
業
所
は
80
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
は
「
や
り
方
次
第
」
と
も
回
答
し
て
い
る
。

２
、
活
性
化
に
寄
与
す
る
と
考
え
て
い
る
。

３
、
商
工
会
と
連
携
し
取
り
組
ん
で
い
る
。

４
、
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問

地
方
財
政
が
厳
し
い
状
況
の
中
で
国
が

進
め
る
地
方
へ
わ
た
す
補
助
金
の
削
減
や
配

分
す
る
地
方
交
付
税
改
革
な
ど
は
、
地
方
自

治
体
の
財
政
を
一
層
困
窮
さ
せ
る
も
の
で

あ
っ
て
、
決
し
て
市
町
村
が
合
併
す
れ
ば
解

決
で
き
る
問
題
で
は
な
い
と
考
え
る
。

国
が
進
め
る
三
位
一
体
改
革
に
つ
い
て
、

今
後
ど
の
よ
う
に
見
通
し
て
い
る
か
。
国
の

動
向
を
見
守
る
だ
け
で
い
い
の
か
伺
う
。

町
長

税
源
移
譲
等
に
よ
る
税
財
源
措
置
を

同
時
に
行
う
べ
き
で
あ
り
、
今
後
も
地
方
６

団
体
と
国
が
対
等
に
議
論
し
て
い
く
。

市
町
村
合
併
問
題
に
つ
い
て

問

合
併
問
題
に
つ
い
て
、
次
の
点
を
伺
う
。

１
、
な
ぜ
佐
倉
市
と
の
合
併
の
話
し
合
い
な

の
か
。

２
、
町
の
財
政
悪
化
の
原
因
、
改
善
の
見
通

し
を
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

３
、
町
民
と
合
意
を
得
る
た
め
に
、
ど
の
よ

う
に
進
め
よ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

４
、
行
政
、
職
員
、
町
民
と
の
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
自
治
体
が
生
ま
れ
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

５
、
合
併
対
策
室
は
ど
う
い
う
仕
事
を
し
て

い
る
の
か
。

６
、
合
併
法
定
協
議
会
と
は
ど
の
よ
う
な
場

と
考
え
て
い
る
か
。

町
長

１
、
住
民
座
談
会
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
か

ら
総
合
的
に
判
断
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
は
、
84
・
８
％
が
合
併
問
題
を
検
討

す
べ
き
と
し
、
そ
の
う
ち
佐
倉
市
が
40
・

３
％
、
成
田
市
が
37
・
１
％
で
あ
っ
た
。

佐
倉
市
と
は
行
政
的
な
つ
な
が
り
等
い
ろ

い
ろ
な
面
で
自
然
な
選
択
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

２
、
一
層
の
行
財
政
改
革
を
推
進
し
、
健
全

な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
た
い
。

３
、
合
併
問
題
を
考
え
て
い
た
だ
く
環
境
を

整
え
判
断
を
仰
ぐ
た
め
に
も
、
早
期
に
法

定
合
併
協
議
会
を
設
置
し
情
報
提
供
し
て

い
く
こ
と
が
肝
要
と
考
え
て
い
る
。

４
、
町
民
参
加
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
は
第

２
期
基
本
計
画
の
重
点
施
策
の
一
つ
で
あ

り
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

５
、
法
定
合
併
協
議
会
の
設
置
準
備
や
各
種

事
務
事
業
の
洗
い
出
し
等
で
あ
る
。

６
、
是
非
を
含
め
た
合
併
に
関
す
る
協
議
の

場
で
、
町
民
に
情
報
を
提
供
で
き
る
場
で

も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

地
福
　
美
枝
子
議
員

制
度
全
般
を
見
直
す
見
込
み
で
次
期
計
画
に
反
映
す
る

来
年
度
の
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
で
よ
り
充
実
す
る
の
か

問答

岩
澤
　
正
議
員

地
方
６
団
体
を
通
し
て
今
後
も
国
と
対
等
に
議
論
し
て
い
く

三
位
一
体
の
改
革
、
見
守
る
だ
け
で
い
い
の
か

問答
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一般質問

議会だより　しすい

問

法
定
協
設
置
以
前
の
佐
倉
市
と
酒
々
井

町
の
合
併
理
念
や
将
来
構
想
を
時
間
を
か
け

て
検
討
す
べ
き
と
い
う
考
え
も
あ
る
が
、
そ

れ
ら
は
法
定
協
の
中
で
具
体
的
に
論
議
さ
れ

る
べ
き
と
そ
の
ま
ま
私
は
判
断
す
る
が
、
如

何
認
識
し
て
い
る
の
か
。

町
長

早
期
に
協
議
会
を
設
置
し
、
住
民
へ

正
し
い
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

当
町
財
政
力
の
直
近
見
込
み
に
つ
い
て

問

内
外
諸
要
因
で
日
本
経
済
の
先
行
き
不

透
明
感
が
増
幅
し
て
い
る
中
で
、
当
町
で
の

担
税
力
人
口
の
先
細
り
と
中
央
の
三
位
一
体

の
改
革
の
不
透
明
の
下
、
自
主
財
源
の
安
定

的
確
保
を
計
る
戦
略
は
あ
る
の
か
を
伺
う
。

町
長

三
位
一
体
の
改
革
の
初
年
度
で
あ
る

平
成
16
年
度
は
、
十
分
な
税
源
移
譲
が
さ
れ

ず
、
ま
た
臨
時
財
政
対
策
債
の
大
幅
な
削
減

な
ど
で
地
方
財
政
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
と

な
っ
た
。
今
後
の
三
位
一
体
の
改
革
の
中
で
、

地
方
財
政
計
画
が
ど
の
よ
う
に
策
定
さ
れ
て

い
く
の
か
を
見
守
り
、
健
全
財
政
の
堅
持
を

最
優
先
に
、
行
財
政
運
営
に
努
め
る
。

道
路
行
財
政
に
つ
い
て

問

道
路
の
交
通
安
全
上
、
次
の
点
を
伺
う
。

１
、
死
角
に
な
り
や
す
い
道
路
付
近
等
の
ミ

ラ
ー
や
、
夜
間
照
明
等
の
設
置
は
充
分
で

あ
る
か
。

２
、
国
道
51
号
酒
々
井
バ
イ
パ
ス
４
車
線
化

に
伴
う
遮
音
壁
設
置
に
つ
い
て
の
先
般
の

住
民
説
明
会
以
降
、
地
域
住
民
の
感
触
は

如
何
か
。

建
設
課
長

１
、
計
画
的
に
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
緊

急
性
の
あ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
随
時
整
備

を
行
い
、
安
全
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

２
、
風
通
し
や
圧
迫
感
の
面
で
設
置
を
懸
念

し
て
い
る
方
も
い
る
の
で
、
自
治
会
を
通

じ
意
見
交
換
等
を
行
い
、
最
良
策
を
検
討

し
て
い
る
。

「
ゆ
と
り
教
育
」
の
見
直
し
に
つ
い
て

問

「
ゆ
と
り
教
育
」
の
見
直
し
の
是
非
に

つ
い
て
、
教
育
長
は
如
何
な
る
所
見
か
。

教
育
長

指
導
要
領
の
ね
ら
い
は
基
礎
的
・

基
本
的
事
項
の
確
実
な
定
着
と
確
か
な
学
力

を
育
む
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
ね
ら
い
を
達
成

す
る
た
め
に
、
全
校
に
少
人
数
指
導
の
人
的

配
置
を
し
、
ま
た
、
個
に
応
じ
た
指
導
に
資

す
る
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
指
導
員
を
配
置
し

学
校
を
支
援
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

平
澤
昭
敏
　
議
員

・
合
併
に
つ
い
て

越
川

司
　
議
員

・
大
型
店
の
誘
致
に
つ
い
て

引
地
修
一
　
議
員

・
酒
々
井
町
の
自
立
に
つ
い
て

竹
尾
忠
雄
　
議
員

・
南
部
開
発
・
工
業
団
地
計
画
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

秋
本
　
和
仁
議
員

誤
解
が
生
じ
な
い
よ
う
住
民
に
説
明
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

法
定
協
議
会
の
設
置
自
体
は
即
合
併
で
は
な
い
こ
と
の
認
識
は

問答



引
地
修
一
議
員

議
案
第
１
号
及
び

２
号
に
反
対
の
立
場
で
討
論
を
行
う
。

合
併
協
議
会
規
約
の
内
容
は
曖

昧
、
不
備
で
、
町
長
が
再
三
述
べ
て

い
る
住
民
へ
の
情
報
提
供
と
理
解
を

得
て
い
く
と
い
っ
た
思
想
が
入
っ
て

な
い
。
な
ぜ
佐
倉
市
主
導
の
合
併
を

急
ぐ
の
か
。
佐
倉
市
は
合
併
特
例
債

を
も
く
ろ
ん
で
い
る
の
で
は
な
い

か
。
合
併
検
討
会
は
住
民
に
情
報
提

供
し
な
い
ま
ま
事
が
性
急
に
進
ん

だ
。
住
民
説
明
会
で
も
情
報
不
足
を

指
摘
し
、
法
定
協
議
会
設
置
は
時
期

尚
早
と
い
っ
た
声
が
あ
る
。
よ
っ
て
、

住
民
無
視
の
法
定
協
議
会
設
置
に
は

反
対
す
る
。

江
澤
眞
一
議
員

議
案
第
１
号
及
び

２
号
に
反
対
の
立
場
で
討
論
を
行
う
。

町
の
自
立
を
望
む
住
民
の
声
が
あ

り
、
墨
地
区
か
ら
も
合
併
反
対
の
陳

情
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
町
長
は
４

月
に
佐
倉
市
に
合
併
の
検
討
を
申
し

入
れ
、
７
月
の
検
討
会
開
催
を
経
て
、

こ
の
ほ
ど
法
定
協
議
会
を
設
置
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
短
期
間

で
法
定
協
議
会
設
置
に
至
る
例
が
他

◇
佐
倉
市
・
酒
々
井
町
合
併
協
議
会

の
設
置
に
つ
い
て

酒
々
井
町
及
び
佐
倉
市
の
合
併
問

題
を
話
し
合
う
、
合
併
検
討
会
で
の

検
討
・
協
議
が
第
３
回
目
の
会
議
を

も
っ
て
終
了
し
た
こ
と
に
よ
り
、
両

市
町
の
合
併
に
つ
い
て
協
議
す
る
た

め
、
合
併
協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

◇
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

補
正
の
主
な
内
容
は
、
佐

倉
市
・
酒
々
井
町
合
併
協
議

会
設
置
に
か
か
る
負
担
金
。

総
額
４，

５
０
０
万
円
を
、
当
町

と
佐
倉
市
で
２
分
の
１
を
均
等
割
、

残
り
２
分
の
１
を
人
口
割
と
し
、
算

出
し
た
額
１，

３
５
９
万
５
千
円
を

負
担
金
と
す
る
も
の
で
す
。

な
お
、
両
議
案
は
関
連
が
あ
る
の

で
、
一
括
し
て
採
決
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
採
決
方
法
と
し
て
記
名
投
票

を
行
い
ま
し
た
。
表
決
結
果
に
つ
い

て
は
、
左
記
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

に
あ
る
の
か
。
短
期
間
で
如
何
に
住

民
の
声
を
把
握
で
き
た
か
も
疑
問
で

あ
る
。
知
恵
を
出
し
合
え
ば
自
立
の

道
も
あ
る
。
短
期
間
で
性
急
に
進
む

法
定
協
議
会
設
置
に
は
反
対
す
る
。

菊
地
宏
議
員

議
案
第
１
号
及
び
２

号
に
反
対
の
立
場
で
討
論
を
行
う
。

市
町
村
合
併
は
町
の
将
来
を
決
め

る
大
事
な
問
題
で
あ
り
、
住
民
が
決

め
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
住
民
に
情

報
を
開
示
・
提
供
し
な
い
で
何
が
で

き
る
の
か
。
協
議
会
規
約
は
佐
倉
市

主
導
の
も
の
で
対
等
に
議
論
し
よ
う

と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
な
い
。
法

定
協
議
会
を
月
２
回
開
催
す
る
と
い

う
が
、
住
民
を
無
視
し
て
、
自
ら
決

め
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
従
っ
て
進
め

よ
う
と
し
て
い
る
。
法
定
協
議
会
を

設
置
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
前
に

住
民
の
理
解
・
支
持
が
必
要
で
あ
る
。

12議会だより　しすい

臨 時 会

平
成
16
年
９
月
臨
時
会
で
可
決

さ
れ
た
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

採
決
に
先
立
つ
討
論
で
は
、
13
議
員
が
賛
否
の
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

一般会計

議案第１号及び議案第２号　表決一覧表

議席番号

１番

２番

３番

４番

５番

６番

７番

８番

９番

10番

11番

12番

13番

15番

16番

17番

18番

（14番 石渡一光 議長のため採決に加わらず）

氏　　名

引　地　修　一

菊　地　　　宏

永　井　　　勝

平　澤　昭　敏

越　川　 �司

木　村　　　亨

江　澤　眞　一

秋　本　和　仁

原　　　義　明

竹　尾　忠　雄

森　本　一　美

山　口　昌　利

篠　原　岩　雄

地　福　美枝子

小早稲　賢　一

長　雄

岩　澤　　　正

表決

反対

反対

反対

賛成

賛成

賛成

反対

賛成

反対

反対

賛成

賛成

賛成

反対

賛成

賛成

反対

平成16年度　補正予算額

会計名

一　般　会　計

補正後

5,889,576 

補正額

13,595

補正前

5,875,981

（単位：千円）

議案と議決結果（町長提出のもの）

番号

１

２

件　　　　　　　　名

佐倉市・酒々井町合併協議会の設置について

平成16年度酒々井町一般会計補正予算（第３号）

付託委員会

なし 原案可決

本会議の議決結果

○

◎は全員賛成、○は賛成多数、×は賛成少数です。

反
対
討
論



竹
尾
忠
雄
議
員

議
案
第
１
号
及
び

２
号
に
反
対
の
立
場
で
討
論
を
行
う
。

合
併
問
題
で
は
住
民
に
情
報
開
示

し
て
い
な
い
。
職
員
に
対
し
て
も
成

り
行
き
を
知
ら
せ
て
い
な
い
。
こ
の

よ
う
な
中
で
検
討
会
も
実
質
２
回
で

終
了
し
て
い
る
。
こ
れ
で
ど
う
し
て

住
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
か
。
学
識

経
験
者
の
協
議
会
委
員
は
公
募
で
選

任
す
べ
き
で
な
い
か
。
住
民
が
望
む

わ
ず
か
な
予
算
で
さ
え
財
政
難
を
理

由
に
予
算
化
さ
れ
な
い
の
に
、
合
併

協
議
会
負
担
金
と
し
て
１，

３
５
９

万
５
千
円
も
計
上
し
て
お
り
、
住
民

の
理
解
が
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

永
井
勝
議
員

議
案
第
１
号
及
び
２

号
に
反
対
の
立
場
で
討
論
を
行
う
。

法
定
協
議
会
設
置
は
時
期
尚
早
で

あ
る
。
合
併
に
期
待
す
る
も
の
、
あ

る
べ
き
姿
の
全
容
、
そ
の
た
め
の
要

求
項
目
が
決
め
ら
れ
て
い
な
い
状
況

で
、
ま
た
、
住
民
の
理
解
を
得
な
い

ま
ま
に
合
併
協
議
に
臨
む
の
は
無
謀

で
あ
る
。
協
議
会
で
協
議
さ
れ
た
も

の
を
住
民
に
伝
え
な
が
ら
進
め
て
い

く
と
い
う
が
、
本
当
に
可
能
な
の
か
。

時
間
不
足
等
を
理
由
に
果
た
せ
な
い

と
い
っ
た
こ
と
が
な
い
の
だ
ろ
う

か
。
結
果
と
し
て
、
町
民
を
欺
く
恐

れ
が
あ
る
提
案
に
は
賛
同
し
か
ね
る
。

地
福
美
枝
子
議
員

議
案
第
１
号
及

び
２
号
に
反
対
の
立
場
で
討
論
を

行
う
。

市
町
村
合
併
議
論
の
発
端
は
、
地

方
自
治
体
が
自
ら
の
将
来
を
考
え
た

上
の
話
で
は
な
く
、
国
の
財
政
難
を

理
由
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
財
政
が

厳
し
い
の
は
町
だ
け
で
は
な
い
。
国

の
や
り
方
に
全
国
の
自
治
体
が
苦
渋

し
て
い
る
。
法
定
協
議
会
設
置
前
に
、

自
立
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
示
し
、

両
論
で
十
分
議
論
す
べ
き
で
な
い

か
。
議
論
の
末
に
、
合
併
は
町
民
の

た
め
に
利
益
に
な
る
と
判
断
し
、
理

解
が
得
ら
れ
て
、
は
じ
め
て
法
定
協

議
会
設
置
に
至
る
の
で
は
な
い
か
。

原
義
明
議
員

議
案
第
１
号
に
反
対

の
立
場
で
討
論
を
行
う
。

法
定
協
議
会
設
置
は
時
期
尚
早
で

あ
る
。
合
併
は
町
の
存
亡
を
決
め
る

重
要
な
問
題
で
あ
り
、
行
政
内
の
わ

ず
か
な
意
見
で
決
め
る
よ
う
な
問
題

で
は
な
い
。
町
の
自
立
を
含
め
た
住

越
川

司
議
員

議
案
第
１
号
及
び

２
号
に
賛
成
の
立
場
で
討
論
を
行
う
。

町
の
自
立
を
唱
え
る
な
ら
ば
そ
の

戦
略
、
道
筋
、
具
体
的
方
策
を
示
す

べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
な
く
し
て
自
立

を
唱
え
る
こ
と
は
町
民
の
負
託
に
真

民
側
か
ら
見
た
町
の
将
来
展
望
を
検

討
す
る
上
か
ら
も
、
住
民
を
入
れ
た

調
査
委
員
会
な
ど
も
設
置
し
、
も
っ

と
時
間
を
か
け
た
議
論
、
調
査
が
必

要
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
住
民
意
思
の

尊
重
で
あ
り
、
フ
ェ
ア
で
は
な
い
か
。

性
急
な
法
定
協
議
会
設
置
は
住
民
不

在
、
住
民
軽
視
の
何
も
の
で
も
な
い
。

岩
澤
正
議
員

議
案
第
１
号
及
び
２

号
に
反
対
の
立
場
で
討
論
を
行
う
。

法
定
協
議
会
設
置
に
至
る
や
り
方

は
、
住
民
合
意
を
得
な
い
押
し
付
け

で
あ
る
。
な
ぜ
法
定
協
議
会
設
置
な

の
か
、
な
ぜ
相
手
が
佐
倉
市
な
の
か
、

住
民
の
利
益
に
つ
な
が
る
説
明
が
何

ら
さ
れ
て
い
な
い
。
住
民
合
意
を
得

な
い
中
で
法
定
協
議
会
に
住
民
の
願

い
を
ど
う
届
け
る
の
か
。
合
併
の
賛

否
は
住
民
の
意
思
で
決
ま
る
。
し
か

し
、
そ
れ
と
は
裏
腹
に
事
務
的
に
は

来
年
の
３
月
31
日
ま
で
の
合
併
に
間

に
合
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の

ま
ま
の
決
め
方
に
は
無
理
が
あ
る
。

に
応
え
る
こ
と
に
な
ら
な
い
。
時
期

尚
早
で
は
、
本
来
町
民
が
得
ら
れ
る

べ
き
利
益
を
失
う
こ
と
に
な
り
か
ね

な
い
。
合
併
は
相
手
が
必
要
で
、
タ

イ
ミ
ン
グ
を
逸
し
た
ら
機
会
を
失
う
。

町
の
現
状
を
考
え
る
と
、
将
来
を
見

据
え
、
個
人
の
利
害
を
越
え
て
虚
心

坦
懐
に
法
定
協
議
会
を
設
置
し
、
佐

倉
市
と
対
等
に
議
論
す
べ
き
で
あ
る
。

森
本
一
美
議
員

議
案
第
１
号
及
び

２
号
に
賛
成
の
立
場
で
討
論
を
行
う
。

市
町
村
合
併
問
題
は
取
り
巻
く
状

況
か
ら
全
て
の
自
治
体
が
議
論
す
べ

き
で
あ
っ
て
、
地
域
だ
け
の
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
に
終
始
す
る
の
で

は
な
く
、
ま
し
て
や
既
得
権
の
確
保

の
た
め
議
論
を
避
け
る
よ
う
な
こ
と

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
町
長
は
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
周
辺
の
状
況
か
ら

総
合
的
に
判
断
し
て
法
定
協
議
会
を

設
置
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を

否
定
す
る
こ
と
は
ア
ン
ケ
ー
ト
を
無

視
す
る
も
の
で
あ
り
、
住
民
の
議
論

を
門
前
払
い
す
る
に
等
し
く
な
い
か
。

山
口
昌
利
議
員

議
案
第
１
号
及
び

２
号
に
賛
成
の
立
場
で
討
論
を
行
う
。

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
地
方

分
権
一
括
法
の
施
行
等
に
よ
り
、
地

方
自
治
体
の
独
自
の
ま
ち
づ
く
り
へ

と
大
き
く
転
換
が
図
ら
れ
て
き
た
。

こ
れ
ら
の
状
況
を
見
極
め
つ
つ
、
今

日
ま
で
町
長
は
地
区
座
談
会
、
住
民

ア
ン
ケ
ー
ト
、
住
民
説
明
会
等
の
手

順
を
踏
み
、
十
分
審
議
し
て
、
こ
の

た
び
法
定
協
議
会
を
設
置
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
こ
れ
は
佐
倉
市
と
対
等

な
立
場
で
議
論
し
、
町
の
将
来
を
見

据
え
た
ま
ち
づ
く
り
と
町
民
の
幸
せ

を
願
っ
て
の
英
断
で
あ
る
。

小
早
稲
賢
一
議
員

議
案
第
１
号
に

賛
成
の
立
場
で
討
論
を
行
う
。

少
子
高
齢
化
の
進
展
等
に
伴
い
町

税
は
年
度
ご
と
に
減
少
し
て
い
る
。

し
か
も
一
般
的
に
は
２
０
１
５
年
に

は
４
人
に
１
人
が
高
齢
者
に
な
る
と

い
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
歳
入
は

厳
し
さ
を
増
す
も
の
と
懸
念
す
る
。

一
方
、
歳
出
で
は
高
齢
化
等
に
よ
り

医
療
・
保
険
・
福
祉
等
に
費
や
す
予

算
が
増
大
を
重
ね
て
い
く
も
の
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
、
住
民
の
率
直
な
問
い
に

応
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

秋
本
和
仁
議
員

議
案
第
１
号
及
び

２
号
に
賛
成
の
立
場
で
討
論
を
行
う
。

合
併
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
な
意
見

が
あ
る
が
、
細
目
的
・
技
術
的
な
こ

と
に
こ
だ
わ
っ
て
大
局
を
逃
が
し

て
は
い
け
な
い
。
住
民
が
賛
否
を
決

め
る
こ
と
で
あ
る
。
町
長
は
町
民
の

将
来
を
考
え
、
勇
気
を
持
っ
て
ア
ク

シ
ョ
ン
を
起
こ
し
、
佐
倉
市
と
の
合

併
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の

結
果
は
ど
う
で
あ
れ
、
先
ず
議
論
が

必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
法

定
協
議
会
を
設
置
し
て
、
正
規
の
場

で
議
論
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
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14議会だより　しすい

10
月
４
日
か
ら
６
日
の
３
日
間

に
わ
た
り
、「
市
町
村
合
併
の
現
状

と
課
題
」、「
菜
の
花
に
よ
る
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
」、「
住

民
自
治
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組

み
」
に
つ
い
て
、
岐
阜
県
及
び
滋
賀

県
の
１
市
２
町
を
視
察
し
ま
し
た
。

初
日
は
、「
市
町
村
合
併
の
現
状

と
課
題
」
に
つ
い
て
、
平
成
15
年

町
議
会
で
は
、
10
月
４
日
〜
６
日
の
３
日
間
、
及
び
10
月
20

日
に
議
会
審
議
の
参
考
と
、
議
会
及
び
議
員
活
動
の
研
さ
ん
を

積
む
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
議
員
を
派
遣
し
ま
し
た
。

要
旨
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

５
月
に
２
町
が
合
併
し
て
誕
生
し
た

岐
阜
県
瑞
穂
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

当
初
３
町
で
合
併
協
議
を
行
っ
て

い
ま
し
た
が
途
中
で
１
町
が
離
脱
し

た
た
め
、
残
っ
た
２
町
で
合
併
協
議

を
行
っ
て
き
た
こ
と
や
、
永
年
の
共

通
課
題
で
あ
る
治
水
対
策
が
合
併
協

議
の
根
底
に
あ
っ
た
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
た
あ
と
、
合
併
特

例
債
の
活
用
に
よ
る
具
体
的
な
事
業

や
住
民
へ
の
広
報
活
動
な
ど
に
つ
い

て
、
質
疑
及
び
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

２
日
目
は
、「
菜
の
花
に
よ
る
リ

サ
イ
ク
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
」

に
つ
い
て
、
滋
賀
県
愛
東
町
を
視
察

し
ま
し
た
。

転
作
田
に
菜
の
花
を
植
え
、
そ
の

収
穫
に
よ
る
菜
種
油
を
学
校
給
食

に
、
油
か
す
を
肥
料
や
飼
料
に
、
廃

食
油
は
バ
イ
オ
・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料

と
し
て
資
源
回
収
車
や
ト
ラ
ク
タ
ー

の
燃
料
と
し
て
使
用
す
る
な
ど
、
町

全
体
で
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

10
月
20
日
印
旛
村
に
お
い
て
、
印

旛
郡
町
村
議
会
議
長
会
主
催
に
よ
る

印
旛
郡
町
村
議
会
議
員
自
治
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

印
旛
郡
内
４
町
村
の
議
員
が
一
同

に
集
ま
り
研
修
が
行
わ
れ
、
行
政
学

が
専
門
で
あ
る
専
修
大
学
法
学
部
の

小
林
弘
和
教
授
よ
り
、「
住
民
参
加

と
議
会
の
対
応
」
と
題
し
、
分
権
型

社
会
に
お
け
る
議
会
の
役
割
な
ど
に

つ
い
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
一
同
、
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

酒
々
井
町
議
会
議
員
団
は
、
新
潟

県
中
越
地
震
被
災
者
に
対
し
て
、
新

潟
県
東
京
事
務
所
に
義
援
金
を
送
付

す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

最
終
日
は
、「
住
民
自
治
の
ま
ち

づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
、

滋
賀
県
米
原
町
を
視
察
し
ま
し
た
。

町
内
全
自
治
会
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

自
治
会
独
自
の
地
域
将
来
計
画
や
そ

の
地
域
づ
く
り
を
実
践
す
る
プ
ラ
ン

を
策
定
し
て
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自

分
た
ち
で
つ
く
る
ま
ち
づ
く
り
を
実

践
し
て
い
ま
し
た
。

３
日
間
の
議
員
派
遣
を
通
じ
て
、

酒
々
井
町
の
各
般
に
わ
た
る
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
に
大
い
に
参
考
と
な
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。

表紙の紹介 

次
の
定
例
会
は
12
月

初
旬
に
開
会
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

会
期
の
概
要
は
、
11

月
30
日
の
議
会
運
営
委
員

会
で
決
ま
り
ま
す
。
会
期

な
ど
に
つ
い
て
は
、
議
会

運
営
委
員
会
の
開
催
日
以

降
、
議
会
事
務
局
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
会
期
の
概
要
が

決
定
し
た
ら
、
町
議
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ポ
ス

タ
ー
で
も
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

皆
様
の
傍
聴
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
議
会
事
務
局

ま
で
。

℡
４
９
６
―
１
１
７
１

（
内
線
２
５
１
、
２
５
２
）

12月定例会のお知らせ12月定例会のお知らせ
図書館と文化ホールを中核としたプリ

ミエール酒々井。開館して１年が過ぎ、
施設全体では述べ163,893人（平成16年
９月末現在）が利用されています。図書館
では述べ113,325冊（同）貸し出され、町
民一人当たりでは、2.7冊が貸し出されて
います。（写真は町立図書館にあるこども
図書館）

３
常
任
委
員
会
合
同
に
て
視
察
岐
阜
県

滋
賀
県

３
常
任
委
員
会
合
同
に
て
視
察

議
員
自
治
研
修
会
に
参
加

印
旛
村

議
員
自
治
研
修
会
に
参
加

議員派遣

平成15年５月に誕生した岐阜県瑞穂市での視察

菜の花の廃食油を燃料に走るトラック（滋賀県愛東町にて）

議員自治研修会（印旛村にて）

議員派遣


